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会 議 録 

会議名称 第7回 杉並区動物との共生具体化検討委員会 

日  時 平成18年11月30日(木）午後1時30分～午後3時15分 

場  所 杉並保健所 地下1階 講堂 

出席者 

委 員 

矢花公平委員、山崎いく子委員、米川秀彦委員、浅田隆委員、 

中島吏加委員、関谷隆委員、皆川武人委員、馬場誠一委員 

 

事務局 

教育委員会事務局指導主事、みどり公園課公園利用係長、 

生活衛生課管理係長、生活衛生課環境衛生担当係長、 

生活衛生課管理係主査、生活衛生課管理係員 

 

傍聴者 7名 

当日配付資料 

① 平成 18 年度第 2 回杉並区区政モニターアンケート集計結果報告書

「人と動物との共生に関する施策」について 

② (仮称)杉並区動物との共生プラン・中間のまとめ (案) 

議 事 等（要 旨） 

〔議 題〕 

（１） 杉並区区政モニターアンケート「人と動物との共生に関する施策について」の集計結果報告

（２） (仮称)杉並区動物との共生プラン・中間のまとめ (案)について 

（３） 次回日程について 

 

（１）杉並区区政モニターアンケート「人と動物との共生に関する施策につ

いて」の集計結果報告 

《配付資料の説明》 

・ 区政相談課が区民に対して毎年公募して実施している区政モニター制度において、区政モニタ

ー１５０名に行った「人と動物との共生に関する施策について」のアンケート集計結果を事務

局から説明 
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（２）「(仮称)杉並区動物との共生プラン・中間のまとめ (案)」についての

委員からの主な意見等 

《配付資料の説明》 

・ (仮称)杉並区動物との共生プラン・中間のまとめ (案)について事務局から説明 

 

・ 具体的指標のひとつに狂犬病予防接種率の向上があるが、目標を１００％としそれをめざして

方がよいのではないか。 

 

・ 鑑札の未登録犬を含めた頭数に対する狂犬病予防接種率が７０％を超えていないと狂犬病の蔓

延は阻止できない。 

 

・ 狂犬病という病名には「犬」とつけられているが、感染経路は犬だけではない。動物由来感染

症の知識を喚起し、狂犬病予防注射が促進されるよう文言を工夫してほしい。 

 

・ 狂犬病予防法に定めがあることを具体的指標として目標数値に掲げるのはどうだろうか。 

 

・ 東京都のハルスプラン（東京都動物愛護推進総合基本計画）は、動物の処分件数の減少につい

て１０年間で５割の減少を目標としている。親猫が子育てを放棄した生まれたての目の見えて

いない子猫の処分数の減少が主である。動物の処分件数の減少の目標数値は２～３割の減少と

なるのではないか。 

 

・ 「周辺地域の衛生環境を損なうなどの問題のある餌やりへの対策」のところで、「何らかの規制

方法を検討」とあるが、「規制」では強制する感覚があり区民から反発があるのではないか。 

 

・ 猫を飼っていない人に対して周辺地域の衛生環境が損なわれないように配慮をすることはモラ

ルに関することなので、約束事を決める必要がある。 

 

・ きちんとした餌やりをやっている人が困っていることは、周辺地域の衛生環境を損なうなどの
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問題のある餌やりをしている人たちが衛生環境を損ない、近隣住民の非難が集中して、それが

きちんと餌やりをやっている人たちへも及んでくるということだ。きちんと餌やりをやってい

る人は自分たちが一番の被害者で、その問題をどのように解決するかが切実な問題なのだとい

う話を近隣区で開催された集まりの際に聴いた。 

 

・ 猫登録者手帳は大きな字で、イラストなどを使ってわかりやすく読みやすくしてほしい。 

 

・ （仮称）杉並区動物アドバイザー、（仮称）動物適正飼養普及員というように書かれているが、

わかりづらい。普及員１級・２級にするとか、たとえば愛玩動物飼養管理士など認定資格がい

ろいろあるがそれを持っている人に担ってもらうとか、認定資格を取得してもらって区の独自

の普及員になってもらうとか。 

 

・ （仮称）杉並区動物アドバイザーには多くの知識が必要であり、区の養成講座を受講しただけ

で、注意・改善指導、アドバイスなどができるだろうか。 

 

・ 動物愛護法など法令の知識がある人に声かけをして、区の養成講座を受講してもらうのはどう

か。 

 

・ （仮称）動物適正飼養普及員は、安易な気持ちで担ってもらうと大変であり、担っていただけ

る気持ちのある人になってもらう。また、（仮称）杉並区動物アドバイザーについては、犬が得

意な人、猫が得意な人などその人に得意分野はあるが、門戸を広くして、養成講座で法令や条

例などの知識を身につけてもらって、区民の力を活用したらどうか。 

 

・ （仮称）動物適正飼養普及員などにはボランティア保険をかけてほしい。 

 

 

（３）次回日程について 

・ 12月21日（木）午後1時30分から午後3時30分で開催予定 

 




